
1 多彩な外部講演者の登壇
2 充実のサポート
（チューター・キャリアコンサルタント等）

3 称号付与
（愛媛大学地域創生イノベーター(東予)）

4 サーキュラーエコノミー科目の重点化
5 地域ハブ人材・

 イノベーションマネジメントの育成強化

地域デザインチームの
構築・展開

外部講演者・事業実施委員に
よる「地域デザインチーム
（ ）」を編成RDT

地域創生イノベーター育成プログラム
図は令和4年度のもの

南予プログラムへの
ノウハウ展開

学生・院生教育との
連携・交流

コワーキングスペースの
活用

ネゴシエーション型
の情報共有

ステークホルダー
の積極的活用

知識集積拠点整備
への足掛かり

外部講演者選定・派遣、学内
教員へのインセンティブ等の
支援を実施

講義の一部を「学部共通教育」
や大学院「地域レジリエンス 
学環」に提供

政策形成演習やマイプロジェ
クト発表の場として、地域の
コワーキングスペースを活用

企業・NPO・高等教育機
関・国の出先機関・県・市町
からプログラム運営の課題と
協業などについて幅広く情報
を収集

ステークホルダーや本学の所
属するコンソーシアムなどを
活用し、プログラム参加の呼
びかけや次年度の講演者候補
の情報収集等に活用

「地域デザインチーム
（RDT）」を修了者のプロ
ジェクト立案の支援や産学民
官連携によるイノベーション
創出への活用を検討
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